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In this paper, we propose both a concept of Accounting Information Systems and a
criterion of Autopiesis systems. Secondly, we prove that Accounting Information Systems
are Autopiesis systems. Lastly, we introduce a concept of Chemotons and prove that
Accounting Information Systems are Chemoton systems.
1．はじめに
現代の会計では情報システム化が急速に進展しており、情報システム化した会計を「会計情報
システム」と呼んでいる。会計情報システムはいろいろな角度から研究されているが1）－4）、本稿
ではシステム論的観点から考察する。会計情報システムは当然のことながら「システム」である
から、システム論的観点からの考察の対象となる。本稿で用いるシステム概念は「オートポイエ
ーシス」5）－14）と「ケモトン」15）－16）である。ともに生物のシステムの考察に用いられた概念であるが、
「オートポイエーシス」は社会システムにも用いられている17）。オートポイエーシスと会計情報
システムについては前稿18）で解析しているが、本稿ではより詳細に解析する。
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2．情報システムと人間
ここでは、人間を含んだ情報システムについて考察する。
コンピュータを中心としたシステムは、コンピュータシステム、情報処理システム、情報シス
テムといった名称がつけられているが、浦、市川はこれらのシステムの違いを次のように述べて
いる19）。
コンピュータシステム
コンピュータの物理的機構（ハードウェア）に論理的な機構（基本ソフトウェア）を積み上げ
たものをコンピュータシステムという。
情報処理システム
コンピュータシステムに、ある業務を想定してそのための応用ソフトウェアを盛り込んだもの
を情報処理システムという。すなわち、データの収集・記録・加工・配布に関わる一連の仕組み
の総称ということができる。ここで「一連の仕組み」とは、ハードウェア、基本ソフトウェア、
応用ソフトウェアを指している。
情報システム
情報処理システムと、これを使う人間も含めた組織体を念頭におき、それらの全体を指すとき
情報システムという。
会計情報システムの研究においては、、、のどの立場の研究も必要となるが、ここの定
義では情報システムに人間も含まれている点に着目したい。
また、情報システムと人間について、関口は
情報システムの構成要素は、情報処理機器（コンピュータやその関連装置）、
人間、通信情報システ、情報媒体からなる20）
と述べており、さらに
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人間の組織は「情報システを確立するために構築される」ともいわれることか
らもわかるように、情報システムを検討するには、その利用者である人間を考
慮に入れないわけにはいかない。情報システにおいては、人間が本来の主役な
のであって、コンピュータは不可欠の要素ではない。しかし、今日的な意味で
は、コンピュータと切っても切れないほど関係が深く、情報システムというと
きには、少なくとも1要素としてコンピュータが含まれると、常に考えてよい
ほどである20）。
とも述べている。
浦、市川の情報システムも関口の情報システムも人間を一要素として含んでいる。本稿では会
計情報システムに人間を含んでいると考える。会計情報システムのさまざまな機能のうちで最も
重要な機能である経営意思決定において、南澤が
道具であるコンピュータの性能は随分良くなったが、現在および近い将来では
まだまだ未発達のものであるということ21）
と述べ、さらに
経営の意思決定といった社会的、経済的、人間的要素等も大きく含んだ複雑な
意思決定ということになると、まだまだ到底人間にはかなわない
と述べているように、コンピュータのみでは経営意思決定は不可能であり、したがって人間が会
計情報システムの一要素として必要となる。ただし、浦、市川のコンピュータシステム情報
処理システムの立場からの会計情報システムの研究も重要である。
また、本稿では「会計情報システムが会計情報システムを産出（変形や破壊も含む）する」と
考えるが、これもコンピュータ単独では不可能であり、人間が行わなくてはならない。したがっ
て、本稿では会計情報システムに人間を含めて考える。
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3．会計情報システム
ここでは、本稿における会計情報システムの概念を提出する。
会計情報システムの概念
本稿で考える会計情報システムの概念は以下のとおりである。
1．コンピュータを中心とする情報通信技術をもとにした情報ネットワークであること。
2．意思決定（戦略的な意思決定も含む）を支援するシステムを含み、意思決定者及び意思決
定グループに有用であること。
3．意思決定者ないし意思決定グループのデータに対応するフィードバック機構をもつこと。
4．意思決定者ないし意思決定グループも重要な要素の一つであること。
5．システムの運用、保守及び改良を担当するシステム要員や会計経理部門の担当者も重要な
要素の一つであること。
6．ハードウェア、ソフトウェアの新しい技術や会計情報システム論および会計学、情報理論、
行動科学などの関連諸科学の新しい成果を取り入れることが可能なオープンシステムであ
ること。
7．集合知・巨大知を取り入れ活用するシステムを含むこと。
8．ハードウェア、ソフトウェアおよび人的資源が有機的に結び付けられていること。
これら8つの特性を会計情報システムの必須の特性と考えているが、特に意思決定者ないし意
思決定グループおよびシステム要員や会計経理部門の担当者という人間も含まれている点に注意
してもらいたい。
会計情報システムの機能
本稿で考察する会計情報システムの機能は以下のとりである。
1．帳簿作成・管理機能
2．外部報告機能
3．内部報告機能
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4．予算編成機能
5．意思決定（戦略的意思決定も含む）機能
6．原価管理（原価統制・原価低減・原価企画）機能
7．環境会計機能
8．集合知・巨大知解析機能
本稿では会計情報システムに人間も含めているので、意思決定支援機能ではなく意思決定機能
となる。環境会計機能、集合知・巨大知解析機能は必ずしも貨幣価値で表された事象を扱うわけ
ではないが、重要な機能なので会計機能の拡大として取り入れた。
会計情報システムの構造
先進的な会計情報システムの情報処理システムとしての構造は会計情報システムが単独で存在
するのではなく、各業務システムから独立した取引入力システムと取引データベースを備え、各
業務システムはその取引データベースからデータを取り入れる統合型経営情報システムのサブシ
ステムとして存在しているが、すべての業務システムは会計データの送付や予算の提出・予算の
決定とその通達により会計システムに結びついている。すなわち会計システムが会計データと予
算などで各システムを一体としてまとめており、このような見方をすれば、統合型経営情報シス
テムは統合型会計情報システムとみなすことができる。
最近では、一般消費者の要求や意見、考え方をインターネット等のネットワークを通じて収集
し、集合知として解析することにより企業経営に活用するということが重要視されており、統合
型会計情報システムにも集合知の収集・解析能力が求められている。また、外部データベースの
活用も必要であり、企業内の統合型会計情報システムは必要時には膨大な数の個人やさまざまな
外部データベースに結合されるネットワーク型システムとなっている。さらに、クラウドコンピ
ューティングの発展により、企業内部の統合型会計情報システムをプライベートクラウドシステ
ムとして再構成し、外部に保存可能なデータなどはパブリッククラウドを活用するという方式が
発展しつつある。
本稿で考察する統合型会計情報システムはこのようなシステムである。
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4．オートポイエーシス
ここでは、オートポイエーシスについて考察する。
オートポイエーシスは生命システムを規定する試みとしてH.R.マトゥラーナと F.J.ヴァレラ
によって導入された概念である5）。その定義は
オートポイエティック・マシンとは、構成素が構成素を産出するという産出過
程のネットワークとして、有機的に構成された機械である。このとき構成素は、
次のような特徴を持つ。（）変換と相互作用を通じて、自己を産出するプロ
セスのネットワークを、絶えず再生産し実現する。（）ネットワークを空間
に具体的な単位として構成し、またその空間内において構成素は、ネットワー
クが実現する位相的領域を特定することによって自らが存在する。
山下は上述の定義やルーマン、河本の定義を比較してより簡潔な定義を提出している14）。
ルーマンの定義は
オートポイエーシス・システムとは、その構成のみならず、システムがそれか
らなる構成素をも、まさにこの構成素自身のネットワークにおいて産出するシ
ステムである22）－23）。
であり、河本の定義は
オートポイエーシス・システムとは、反復的に要素を産出するという産出（変
形および破壊）過程のネットワークとして、有機的に構成（単体として規定）
されたシステムである。（）反復的に産出された要素が変換と相互作用を通
じて、要素そのものを産出するプロセス（関係）のネットワークをさらに作動
させたとき、この要素をシステムの構成素という。構成素はシステムをさらに
作動させることによって、システムの構成素であり、システムの作動をつうじ
てシステムの要素の範囲が定まる。（）構成素の系列が、産出的作動と構成
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素間の運動や物性をつうじて閉域をなしたとき、そのことによってネットワー
ク（システム）は具体的単位体となり、固有領域を形成し位相化する。このと
きに連続的に形成される閉域（Selbst）によって張り出された空間が、システ
ムの位相空間であり、システムにとっての空間である。
である。山下はこれらの定義を比較検討し、以下のようにオートポイエーシス・システムを定義
している。
オートポイエーシス・システムとは、産出物による作動基礎づけ関係によって
連鎖する産出プロセスのネットワーク状連鎖の自己完結的な閉域である。閉域
形成に関与する産出物を構成素と呼ぶ26）。
その後、F.J.ヴァレラはあるシステムがオートポイエーシス・システムであるための基準とし
て以下の3つの基準をあげている27）－28）。
システムは半透性の境界を持つ。
その境界はシステム内部において生成される。
境界がシステムの構成物を再生産するための反応を内部に包含する。
以上見てきたとおり、各定義には微妙な差が存在するが、これらの定義を参照して本稿では以
下のように考える。
システムの境界はシステム自身が生成する。
境界内にはシステムを再生産（破壊・変形も含む）する働きを含んでいる。
システムを再生産する働きに関しては閉じている。
5．会計情報システムのオートポイエーシス性
会計情報システムをオートポイエーシスの観点から考察する。
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ピエル・ルイジ・ルイージは社会的オートポイエーシスの境界について、以下のように説明し
ている29）。
家族や政党が持つ規則は、それ自身の社会的構造によって与えられるある種の
境界であると考えることができる。システム全体は動的な平衡状態にある。シ
ステムに属するメンバーはあるとき構造の中から去り、そしてまたあるときに
は新しいメンバーが加わる。そして新しいメンバーは集団を規定する規則に従
う。
会計情報システムを形成している集団には明文化されたあるいは明文化されてはいないが慣習
化された規則が存在する。この規則がオートポイエーシスとしての境界となっている。人の出入
りも存在する。新しい要員が加わることは当然生じるし、配置換え・退職等により去る要員も存
在する。意思決定者ないし意思決定グループは必要なときに加わり、必要がなくなれば去ってゆ
く。
産出（変形及び破壊）に関しては次のように考えられる。情報システム関連の発展は急速であ
り、会計や税務に関する基準は頻繁に改正が行われるので、それに対応しなければならない。そ
のため情報処理システムとしての会計情報システムは頻繁に改善される。これがシステムの産出
に当たる。このとき、外部から情報や情報システムに関する機器が導入されるが、会計情報シス
テムを改善するのは内部で行うので、システム産出に関しては閉じている。システム産出の仕組
みは全てシステム内部に存在しているからである（会計情報システムの改善は内部の意向で内部
によって決定される）。システムを産出する仕組みは外部からの影響は受けることはあるが、そ
の影響に対して会計情報システムをどのように対応させるか（改善するか今のままでいいのか）
は内部で自ら決定するので、システムの産出の仕組みについては閉域を形成している。
以上より本稿で設定したオートポイエーシス・システムの基準を満たしている。すなわち、会
計情報システムはオートポイエーシス・システムである。
6．ケモトンと会計情報システム
オートポイエーシス・システムは産出のみに着目したモデルで、もともと生命を説明するため
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に提出された理論である。その典型的なモデルは細胞である。産出のみに着目しているので、非
常に単純なシステムであり、社会システムにも応用されている。しかしながら、その単純さゆえ、
構造とメカニズムに関する詳細な記述はなされていない。細胞についてみれば、DNAや RNA
は構成素としては取り入れられているが、それらについての自己複製については説明することは
できない。また、進化に関する説明も不可能である。
これに対して、ガンティーは細胞についてより詳細で複雑な描像を与える「ケモトン」という
モデルを提唱した15）－16）、30）。ケモトンは細胞は以下の3つのサブシステムからなると考えている。
自己触媒的な代謝ネットワーク
複製を行い情報を保持する分子
二重幕
自己触媒的な代謝ネットワークにより細胞に必要な物質が生成され、またエネルギーの使用に
より細胞が維持される。複製を行い情報を伝達する分子は情報の伝達（遺伝）を行う。二重膜（細
胞膜）は内部の働きで形成され、細胞内をまとめる。ケモトンはオートポイエーシス・システム
と同様産出という仕組みは有しているが、産出のさいの情報伝達の仕組みや細胞内の代謝反応も
含むより複雑なシステムである。
ケモトンもオートポイエーシス・システムのように社会システム、とくに会計情報システムの
説明に適用可能なモデルかどうか以下で考察する。
会計情報システムは頻繁に産出（改善）を行うが、その際産出の動機となった新たな情報や今
までに蓄積した情報のうち必要なものを産出（改善）されたシステムが受け継ぐ。ただ単に産出
されるだけでなく、産出にさいしてこのような情報を受け継ぐ。この点に関しては遺伝情報を考
慮しているケモトンのほうがオートポイエーシス・システムより現実に適している。また、会計
情報システムは、すでに考慮したように、産出（改善）以外にいろいろな機能を果たしているが、
オートポイエーシス・システムではこの機能について記述することは不可能である。ケモトンに
おいては代謝システムが存在するので、この部分に対応させれば、扱うことは可能である。境界
については、オートポイエーシス的考察をした際に、内部の規則が境界になると考えたが、ケモ
トンの二重膜にはこの規則が対応する。規則に合致しているかどうかが二重膜（細胞膜）の選択
的透過性に対応している。
以上の考察により、会計情報システムの説明にケモトンが有効であるということが示された。
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7．おわりに
本稿では、まず情報システムについて考察し、情報システムには人間が含まれることを確認し
た。次に、会計情報システムを人間が含まれる情報システムとして考察し、会計情報システムの
概念、機能、構造について概観した。さらに、オートポイエーシスの各種の定義を比較し、本稿
における定義を提出した。これらをもとに会計情報システムのオートポイエーシス的考察をより
詳しく行った。さらにガンティーのケモトン理論を導入し、ケモトンによる会計情報システムの
解析を行った。
オートポイエーシス理論もケモトン理論も膨大な内容を有しており、ここで会計情報システム
に適用したのはそれらの理論のほんの一部に過ぎない。今後もこれらの理論の会計情報システム
への応用を考えていきたい。
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